
4章：微分法 1：導関数

1.11 共通接線

157 曲線 C1 : y = 1
x
と曲線 C2 : y = − x2

8
の共通の接線の方程式を求め

よ。 （埼玉大）

158 y = log xと y = ax2 (a \= 0)のグラフが共有点をもち，この点で共

通の接線をもつのは，a = のときであり，その共通の接線の方程式は

y = である。 （東海大）

157， 158 2つの曲線が共通接線をもつ場合には，それぞれの曲線において接線の

x

y = f(x)

y = g(x)

t

P

方程式をつくり，2直線の一致条件を考えます。

とくに，2曲線 y = f(x)，y = g(x)が共有点 Pをもち，

Pにおけるそれぞれの接線が一致するとき，2曲線は接する
といいます。

したがって，2曲線が接する条件は{
f(t) = g(t) (共有点をもつ条件)

f ′(t) = g′(t) (接線の傾きが一致する条件)

をみたす実数 tが存在することです。
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157 f(x) = 1
x
，g(x) = − x2

8
とおくと

x

y

O

y = 1
x

y = − x2

8

1 4

f ′(x) = − 1
x2 ，g′(x) = − x

4

曲線 C1 上の点 (t, f(t)) (t \= 0)における接線の方

程式は

y = − 1
t2

(x− t) + 1
t

= − 1
t2

x+ 2
t

· · · · · · 1⃝
曲線 C2 上の点 (s, g(s))における接線の方程式は

y = − s
4
(x− s)− s2

8
= − s

4
x+ s2

8

· · · · · · 2⃝
1⃝， 2⃝が一致する条件は

− 1
t2

= − s
4
（接線の傾きが一致する条件）

2
t

= s2

8
（y 切片が一致する条件）

s = 4
t2

2
t

= 1
8

· 16
t4

 s = 4
t2

t3 = 1

∴ t = 1, s = 4

求める共通接線の方程式は

y = −x + 2

f(x) = 1
x
とおくと，f ′(x) = − 1

x2 より，
(
t, 1

t

)
(t \= 0)における接線の方

程式は

y = − 1
t2

(x− t) + 1
t

= − 1
t2

x+ 2
t

· · · · · · 1⃝

これが C2 と接するための条件は，y = − x2

8
と連立して

− 1
8
x2 = − x

t2
+ 2

t
t2x2 − 8x+ 16t = 0

この xの 2次方程式が重解をもてばよいので
D
4

= 16− 16t3 = 0 ∴ t = 1

1⃝より，共通接線の方程式は
y = −x+ 2
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158 f(x) = log x，g(x) = ax2 (a \= 0)とお

x

y

O

y = f(x)

y = g(x)

√
e

くと

f ′(x) = 1
x
，g′(x) = 2ax

x = t (> 0) において共有点をもち，この点で

共通の接線をもつ条件は{
f(t) = g(t)

f ′(t) = g′(t){
log t = at2

1
t

= 2at

∴
{

log t = at2 · · · · · · 1⃝
1
2

= at2 · · · · · · 2⃝

2⃝を 1⃝に代入すると
log t = 1

2
∴ t =

√
e

2⃝に代入すると
a = 1

2e

したがって，求める共通接線の方程式は

y = f ′(
√
e)(x−

√
e) + f(

√
e) = 1√

e
(x−

√
e) + log

√
e

∴ y = 1√
e
x − 1

2
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